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１
はじめに
南 憲治
共感覚(synaesthesia) とは、ある １つの感覚様相の刺激が別 の感覚様相の感覚 を自動的 に引
き起こす現象 のこ とをいう(ex.､Baron-Cohen  &  Harrison,  2003; Sagiv, 2005 ）。共感覚に当たる
英語ぱsynaesthesia ”であるが、“synesthesia ”とも表記 される。 Oxford の心理学辞書に よれば、
“synaesthesia ”はギリシャ語の“together ”を意味する“ｓｙｎ”と、“feeling”を意味す る“aisthesis”
と状態や 質を示ずia ” からなっ てい るという(Colman,  2003) 。つ ま り、 ２つ の感覚が一緒 に
なった状態 りoined sensation) が共感覚である(Cytowic  &  Eagleman,  2009) 。具体的には、あ
る 感 覚 様 相 の 刺 激 が 別 の 感 覚 様 相 の 反 応 を 引 き起 こ す 感 覚 様 相 間 の 共 感 覚(intermodal
synesthesia) と、共 感覚を引 き起 こす刺激 とそ れによって誘発 される反応 とが 同じ１つの感覚
様相 の異 なっ た次元 から な る感覚様 相 内の共 感覚(intramodal synesthesia) とに 分類 で きる
(Marks  &  Odgaard,  2005) 。 前者の例としては、音 に対し て色 を感じる色聴(colored hearing)
や音が味覚 を誘発する共感覚などがある。後者に属する共感覚 としては、数字や文字、あるいは
単語に色を感じ る色字共感覚(grapheme-color synaesthesia) が よく知 られてい る。
共感覚 につい ての最初の学術 的な報告が なされたのは1880 年 のことであ り、報告を行ったのは
進化 論で知られるDarwin の従兄のGalton であるという(Ramachandran  &  Hubbard,  2003) 。こ
の後、1890 年代 を中心に共感覚に関する研究が一時的に増加するが、心理学の世界においては行
動主義 が席巻す るこ ととな り、客 観的な実在性が明確でない共感覚 は長 らく研究の対象となるこ
とはなかった(Cytowic  &  Eagleman,  2009) 。それが心理学 の流 れが行動主義から認知心 理学へ
と大 きく転換す るとと もに、ＰＥＴやfMRI といっ た画像 診断法 の進歩 により共感覚の実在性が客
観的に明確 になるなか、特に1990 年以 降、共感覚に関する研 究は急増す るこ ととなった。 そして
共感覚 を対象 にした各種の研 究が学術雑誌 に見ら れる ようになると同時 に、共感覚に関する本も
数多 く刊行され、そ の中のい くつか は日本語に翻訳されてい る 匸 この ような共感覚研 究のいわ
ばルネサンスともいえる ような状 況(Baron-Cohen  &  Harrison,  2003) のなかで、2006 年 には神
経心理学 の専 門誌 として知られる “Cortex ”が共感覚 につい ての特集 を組むに至っている。
本稿で は、 最近の共 感覚 をテ ーマ とした本(ex.､Campen,  2007; Cytowic &  Eagleman,  2009;
Robertson  &  Sagiv, 2005; Ward, 2008 ）や諸論文 をもとに、最近 の研究 によって明らかにされて
きた共感覚 に関する新しい知見を紹介す るこ とにする。
２。共感覚の一般的な特性
共感覚については、これまでの研究のなかで共通した特性のあることが知られている。このよ
うな特性として、Ward  &  Mattingley (2006) は４つの特性を指摘している。　１つは、普通の人
には共感覚を引き起こさないような特定の刺激が共感覚を引き起こすという特性があるという。
２つ目は、共感覚は自動的に生じ、共感覚を抑制することが困難であるという特性である。３つ
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目の特性として、共感覚は意識的な知覚に似ているという。これらの特性に加えて４つ目として
は、共感覚には時間を超えて一貫性があるという。例えば、ある文字に対して特定の色を感じる
色字共感覚の場合、個人のなかでは文字と色との対応関係が長期にわたり安定しているのである。
このほか、共感覚は一方向的(unidirectional) という特性を持つこともしばしば指摘される。
例えば、文字に対して色が見えるという色字共感覚はよく知られているが、逆方向の色を見ると
文字が見えるという共感覚は存在しないようである。しかし、Kadosh et a1. （2005）によると、
数字に色を見る共感覚者を対象に数の大小判断を行わせたところ、共感覚として感じる色が数の
大小を無意識的に誘発することが示唆され、共感覚が一方向的であるとの前提に異議が出されて
いる(Cytowic  &  Eagleman,  2009)。
３ 共感覚の実在性
共感覚については今 から100 年以上前 から知 られてい たが、 共感覚が実際に存在するこ とを客
観的に示 す証拠 を得ることが長らくできなかった。し かし、1980年代頃からポジトロ ンＣＴ（ＰＥＴ）
や磁気 共鳴画像 （ＭＲＩ）に代 表される各種 の画像診断法が登場 し、共感覚が実際に存在するこ と
を示す客 観的 なデータが提供されるよう になって きた。
例えば、 キセノ ン吸 入法(ex.､Cytowic,  1989) 、PET  (ex.､Paulesu et a1 √1995) 、fMRI  (ex.、
Gray et a1 √1997) などによって、 大が共感覚を感じ てい る時 の脳 の活動状 態を画像 を通し て見
ることができる ようになり、共感覚 の客観的な実在性が確認されるよう になった。なかでも、共
感覚者を対象 としたfMRI による研 究が増加 してお り(ex.､Aleman et a1｡2001; Elias et a1｡2003;
Nunn et a1｡2002; Steven et a1｡2006; Weiss et a1｡2001 ）、共感覚状態 にある時の脳の機能がより
鮮明にとらえるこ とがで きるようになっ てきた。
一 般にfMRI を利用 す る研 究で は、 共感 覚 を引 き起こ す刺 激が 聴覚 的か(ex,  Aleman et a1｡
2001; Elias et a1｡2003; Nunn et a1｡2002; Paulesu et a1 √1995; Steven et a1｡2006 ）、あるい は視覚
的な方法(ex.､Hubbard et a1｡2005; Sperling et a1｡2006 ）で提示される。そしてこ れらの刺激
提示 によっ て色 を知 覚し てい る時 の共感覚 者 の脳 の状態 が調 べら れる のであ る。 とり わけ、
Nunn et a1. （2002 ）の研究では色聴状態 にある脳の活動部位が明瞭にとらえら れており、 色聴の
客観的な存在 を明瞭に示していると考えられる。 Nunn et a1. （2002 ） は、13 人の色聴の持ち主と
28人の非色聴者 に単語を聞かせ、そ の時 の脳 の活動をfMRI に よっ て比 較検討した。そ の結 果、
色聴者 の場 合、 単語を 聞い ている時 に、 色の知覚 と密接 な関係があ るとさ れる 領域、すな わち
V4 が活性化 するこ とが確 認された。このような結果 は、色聴者が 単語を聞い ているとV4 領域 の
活動量 が高まり、色聴者が実際に色を知覚していことを示唆している と考えら れる。
一方、Hubbard et a1. （2005 ）は共感覚者 と非共感覚 者に数字と文字を見せ、実験参加者が数
字や文字 を見 てい る時 の脳の状態 をfMRI によっ て調べた。そ の結果、非共 感覚者と比較し て共
感覚者のV4 領域の活動量が高 まることが確認さ れ、実験 に参加した共感覚 者が文字や数字 を見
ている時 に実際 に色を知覚し ているこ とが示唆された。同様 にSperling et a1. （2006 ） も、 ４人
の色字共感覚者 に文字を提示し、その時 の脳 の活動状態をfMRI によっ て調べた。それによると、
Hubbard et a1. （2005 ）の結果と同様、色を知覚する中枢 であるV4 またはV8 の活動量が有意に高
まるこ とが確認 された という。
この よう に最近 のfMRI を利用した研究 によっ て、あ る種の共感覚 の実在性が確認さ れつつあ
るとい える。 ただ、こ れらの画像診 断による研究結果は、共感覚 の種類が多様であるうえに実験
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方法の違いなどがあり、一致しないことも多い。今後、各種の共感覚者のデータを蓄積し、共感
覚の脳的基礎を明らかにしていくことが望まれる。
４。共感覚の種類
共感覚にはどのよう な種類があるのだろうか。 Day （2005 ）はＥ-ma11 等によって自ら集め たデ
ー タに先行研究 のデ ータを加 え、合 計572 の共感覚 の事例を一覧表にして紹介している。そこで
は572 の事例が35 種類 の共感覚に分類さ れてお り、共感覚 の種類 の多 楡 匪が示さ れる一方、ある
種の刺激に対し て色を感じる タイプ の共感覚が際立って多 いことがわかる。 なかで も最も多い の
は文字や数字 に対して色を感じるという色字共感覚(colored graphemes) であ り、これに続き、
音楽(colored musical sounds) や一般的な音(colored general sounds) 、あるいは音素(colored
phonen! ｅｓ）に色を感じる といっ た、い わゆる色 聴の範疇に入る共感覚の出現頻度が高いこ とが
示唆される。こ れらの聴覚刺激に対して色を見る色聴のほか、味覚(colored tastes) や嗅覚(colored
ｏｄｏｒｓ）、そ れに痛 み(colored pain) や触角(colored t ｏｕch）に対して色が伴う共感覚 も比較的
多 い。 色を感じる共感覚のほかに、匂いや音、あるいは味覚、 触角が引 き金に なって様々な感覚
が生 じ る こ と も示 さ れ てお り、 そ の中 で は、 音 によ っ て味 覚 が 誘 発 され る 共感 覚 （ｓｏｕnd-
synesthetic taste) や音 によって触角を感じる共感覚(sound-synesthetic t ｏｕch）が相対的 に多
いようである。
その後 もＤａｙは共感覚 のデータ数を増やし てお り、2009 年 ３月の時点におい て、1090 の共感覚
の事例を インター ネット上2 ）で 公開している。そ れによると、少 なくとも全部で61 種類の共感
覚がみられる といい、共感覚別 の出現頻 度の全体的な傾向は、先のＤａｙ（2005 ）のデータと大 き
な違い はない ようである。
ただ、Ｄａｙ（2005 ）のデータの大半 は、共感覚者の自己 報告に基づい ている ため、 データの信
价 匪や妥当性 に問題があるといえる。
また、Cytowic  &  Eagleman(2009) によると、よくみられる タイプの共感覚としては、“Number
forms ” “Colored letters ” “Tasted Words ” “Colored hearing ” “Personification of letters and
numbers ”の ５つがあるという。
まず第１番 目に挙げられたNumber forms ” は、“Spatial sequence synesthesia ” と も呼ばれ、
順序性 を持つ数や アルフ ァペットが、 曲がった り、あるいはジグザグし た線上に順序良く並 んで
見える タイプ の共感覚である。 “Colored letters ” は先に みた文字に色が みえる色字共感覚 のこ
とであ る。 “Tasted Words ” は、 単語を耳で 聞いた り、単語を見 た時 に味を感じる タイプ の共感
覚であ る。こ の場合の味は、塩っ辛い とか苦い といった基本的な味という よりは、具体的な味を
感じる らしい 。例えば、Cytowic  &  Eagleman  (2009) が挙げている例によれば、あ る人にとっ
てぱjail ” という 単語は、 冷たくてかたいベ ーコンの味がする とい う。そ して全ての単語 に味
を 感 じ る ので は な く、 使 用 頻 度 の 高 い 単 語 が 味 覚 を引 き 起 こ し や す い と い う。 “Colored
hearing ”は色聴のことである。最後の“Personification of letters and numbers ” ぱPersonified
graphemes ” とも呼ばれており、 文字や数字に人格や性別を知覚 する タイプの共感覚であ る。作
家のＮｏｂｏｋｏｖはこ の種 の共感覚を持っていた という。 Cytowic  &  Eagleman  (2009) は、こ の夕
イプの共感覚を持つ女性が アルフ ァペットのＥに対して、「明るいラベ ンダー色」「男性」「穏や
かに話す タイプ」 と答 え、 文字に色だけ でな く性別 や人格 的 な特徴 も感じた例 を紹介している
(Cytowic  &  Eagleman,  2009) 。
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これらの一般的な共感覚に加えて、Cytowic  &  Eagleman  (2009) は、より興味深く、しかも
珍しい共感覚 として ５つの共感覚 を紹 介している。それら ぱAudio-motor synesthesia ”
“Geometric pain”“Blindsight”“Touched by sound ”“Hearing with the eyes” の５つである。
まず、“Audio-motor synesthesia ” は最もまれで珍しい共感覚の１つであり、音に対して動き
を感じる共感覚である。 “Geometric pain” とは痛みが形として経験される共感覚のことである。
この場合の形は複雑なものではなく、単純なしみや格子あるいは幾何学的な形であったりすると
いう。 “Blindsight”とは、中途失明した人が音楽に色を感じる色聴を持っていたり、音楽に形
を見たり、あるいは点字の文字に色を感じるといった共感覚であり、目が不自由な人に生じる共
感覚である。 “Touched by sound ” とは楽器音が身体の特定の場所に圧や温かさやちくちくする
といった触感覚を生じさせる共感覚である。 “Hearing with the eyes” の場合は、目で見たもの
に音を聞く共感覚である。例えば、点滅する光や動いている物体を見ると、音が聞こえるという。
これ以外にも珍しい共感覚は多いが、より珍しい共感覚としては、「温度→音」「音符→味」「触
覚→味」「嗅覚→音」といったヶ－スがあるという(Cytowic  &  Eagleman, 2009)
５。共感覚にみられる個人差
共感覚の種類が多様であるだけでなく、同じ色字共感覚をとっても、色を誘発する文字や数字
の形態や特性も個人によって異なるうえに、これらの刺激によって喚起される色も個人によって
様々である。
このように共感覚を引き起こす刺激および、その刺激によって喚起される反応が個人によって
多様であるだけでなく、共感覚が生じるメカニズムの違いや共感覚の感じ方の違いにおいても個
人差があるという。例えば、Ramachandran  &  Hubbard  (2001, 2005) は色字共感覚者を高次共
感覚者(higher synesthetes) と低次共感覚者（10ｗｅｒ synesthestes) とに分類している。ここ
でいう高次共感覚者と低次共感覚者の違いは、文字や数字をどのレベルで処理するかの個人差を
反映していると考えられる。すなわち、文字や数字を概念や意味といった高次な段階で処理する
ことによって色を知覚する共感覚者が高次共感覚者となる。一方、低次共感覚者とは文字や数字
をその形態などの物理的な特性によって処理した結果、色を見る共感覚者のことをいう。すなわ
ち、低次共感覚者は文字や数字をその形態といった低次な段階で処理していることになる。そし
てHubbard et a1. （2006）によれば、最も強く共感覚を感じる共感覚者は刺激を知覚レベルで処
理する低次共感覚者であり、より弱いタイプの共感覚者は刺激となる文字や数字を概念的なレベ
ルで処理する高次共感覚者ではないかという。
また、Dixson et a1. (2004)は色字共感覚者を投射型(projectors) と連想型(associators) に
分類している。それによると、投射型の共感覚者は文字や数字に対して自分の「外の空間(external
space)」に色が存在していると報告するのに対して、連想型の共感覚者は自分の「心の目(mind's
eye)」、あるいは「自分の頭（ｍｙ head)」の中に色が見えるという。このように共感覚者を主観
的な報告に基づいて投射型と連想型を分けるだけでなく、Dixson et a1. (2004) は数字を用いた
Stroop課題の成績によって両タイプの共感覚を区別できることを示している。そしてこの投射型
と連想型はRamachandran  &  Hubbard  (2001) の低次共感覚と高次共感覚とに対応しているの
ではないかと考えられている(Ward  &  Mattingley, 2006)。すなわち、投射型は文字や数字の分
析の初期の段階において色が喚起されているのに対して、連想型の場合は、共感覚がより後の処
理段階で生じているのではないかと推測されている。また、投射型は連想型よりも色の知覚がよ
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り強いため、投射型は連想型よりも共感覚として見える色を無視することが難しいと考えられて
いる 巾ixson et a1｡2004)。
６。共感覚の出現率
共感覚といっても、共感覚の種類が多いうえに、共感覚について知っている人もそれほど多い
とはいえない。それゆえ、自分が共感覚者であると自覚している人も多くはなく、共感覚者の出
現頻度を推計することは非常に難しいといえる。ただ、これまでにいくつかの推計値が提出され
ている。例えば、Baron-Cohen et a1. (1993) は自己報告による調査により、共感覚者の出現率
を2000人 に一人（0.05％）と推計し ている。これに対して、最近、Simner et a1. （2006）は、
Ｌｏｎｄｏｎの科学博物館を訪れた1190人と、Edinburgh 大学とGlasgow 大学の学生500人を対象に調
査と実験によって共感覚の客観的な出現率について調べている。それによると、共感覚の出現率
は従来考えられていた出現率の88倍に当たる4.4% であり、最も多いタイプは曜日に色を感じる
共感覚 であ り、こ れ まで 最も多い と 考えら れてい た文 字や数 字に色 を見 る色 字共感覚
(grapheme-colour  synaethesia) の出現率 は１％であっ たとい う。 この よう に、Simner  et
al. (2006)の結果は、共感覚が従来考えられていたほど珍しい現象ではないことを示唆している。
同様にMulvenna et a1. (2004) も、共感覚が比較的多いことを示唆する結果を報告している。そ
れによると、調査した445人のうち４人(110 : 1 ）が共感覚の持ち主であったという。
ところで、共感覚の出現率に関しては、従来から性差があるとの指摘がなされている(e.g.、
Baron-Cohen  &  Harrison,1997; Cytowic, 2002; Sagiv, 2005）。例えば、Baron-Cohen  &  Harrison
(1997) によれば、共感覚の出現率の男女比は１：６であり、女性に共感覚者が圧倒的に多いと
いう。同様に、Ｄａｙ（2005）も共感覚者が女性 に多いことを報告している。 Day （2005） は
Ｅ-ma11やインタビュー等によって共感覚者についての調査を行い、400人を上回る共感覚者から
データを収集した。そのうちの75％が女性で、男性は24％であり、男女比はほぼ１：３であった
という。
しかし、最近、共感覚の出現率の性差がそれほど大きくないか、ほとんど差がないということ
を示唆する研究が報告されている。例えば、Ward  &  Simner(2005) は共感覚を持つ家族を調べ、
共感覚者の男女比が１：２であることを示している。また、先に紹介したSimner et a1. （2006）
によると、共感覚の出現率に関してほとんど性差がないといい、これまで女性に共感覚者が多い
との報告があるのは、女性は男性よりも自分の共感覚性について自己開示する傾向が強いからで
はないかとしている。
７。共感覚と遺伝
共感覚について科学的に初めて検討したGaltonは、1883年に出しだEnquiries into Human
Faculty and its Development ” の中で、共感覚者が家族の中に輩出することを指摘し、共感覚
が遺伝することを示唆している(Cytowic  &  Eagleman,  2009)。 Galtonから100年以上たった現在、
共感覚の遺伝性については、大きく２つの方法で検討されている。　１つは共感覚者の家系を調査
することによって共感覚が遺伝することを示そうとする研究である。例えば、Cytowic  (1989)
は８家族について調査し、共感覚が世代間だけでなく１つの世代内においても何人もの共感覚者
が現れることから、共感覚が優勢遺伝すると考えた。
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また、Ward  &  Simner  (2005) も72の家族について調べ、共感覚がＸ染色体関連の遺伝であ
ると推測した。しかしその後、共感覚がＸ染色体関連の遺伝であることを否定するデータが提出
されている。それによれば、共感覚者が出現する家計から100名以上の人のＤＮＡが集められ、共
感覚がＸ染色体ではなく、16番染色体と関係していることが示唆されている(Eagleman et a1｡
2007）。
共感覚の遺伝性を検討するもう一つの方法は双生児を使った研究である。この双生児を利用し
た研究からは、共感覚が何らかの遺伝性を有しているにしろ、共感覚の出現に関与する遺伝子を
持っているからといって、必ずしも共感覚者になるとは限らないことが示唆されている。 Smilek
et a1. （2002）は11歳の一卵性双生児の姉妹を調べ、一人は数字を見たり、聞いたりすると特定
の色を感じる共感覚の持ち主であったのに、双生児のもう一人はこのような共感覚を持っていな
いという事例について報告している。そしてこのように一卵性双生児であるにも関わらず、共感
覚の有無に関して結果が一致しなかった理由として以下の３つの可能性を指摘している。すなわ
ち、①後天的要因の関与、②Ｘ染色体の不活性、③共感覚に関する遺伝子の変異という３つの可
能性である。一方、Ｈａｎｃｏｃｋ（2006）は12歳の男の一卵性双生児を調べ、二人とも数字に色を見
る色字共感覚であるケースについて報告している。
このような双生児を使った研究においては結果が一致していない。共感覚の出現に関して、遺
伝以外の要因が関与している可能性についてさらに検討する必要があるように思われる。
８。共感覚と記憶
共感覚が記憶に役立つことが知られている。古くは、Luria (1968) が並外れた記憶の持ち主
であったＳについて報告している。Ｓは色字共感覚を始めとする多くの共感覚を持っており、文
字や数字に色や場所を結びつけ想起の際の手掛かりにしたという。
2004年には、アスベルガー症候群であるTammet というイギリスの青年が円周率（π）の値を
小数点以下22,514桁まで暗誦し、大きな話題を呼んだ。これはTammet がイギリスのてんかん協
会のために寄付集めとして行ったイベントであり、Tammet は３か月の間にπの値を小数点以下
22,500桁プラスαまで覚えることにし、実際に彼はそれを聴衆の前でやり遂げたのである。彼が
見学者の見守る中で、πの値を囗に出していくと、「頭の中で数字の風景がどんどん広がり、進
むにつれて変化していった」という(Tammet,  2006)。 Tammet3) によれば、数字はそれぞれ形
や色や肌触りがあり、情報を視覚化できるので記憶しやすいといい、彼は数を記憶する際に共感
覚を利用している。
実験によっても共感覚が記憶に役立つことが示されている。 Smilek et a1. （2002）は、非常に
記憶力の良いＣという共感覚の持ち主である21歳の女子学生に実験を行った。彼女は数字を見た
り、聞いたり、あるいは数字について考えると色を感じるという。実験では50個の数字（10×5 ）
からなる３種類のマトリックスが用意され、マトリックスの数字を覚えるのが課題であった。Ｃ
の成績を非共感覚者７名の成績と比較したところ、Ｃの場合、Ｃが共感覚として知覚する色と一
致しない色で書かれたマトリックス条件の成績が、数字が黒で書かれたマトリックス条件やＣが
共感覚として知覚する色で書かれたマトリックス条件の成績と比較して悪かった。これに対して
非共感覚者の場合には、３種類のマトリックスによる成績に差異が認められなかった。また、Ｃ
は黒で書かれたマトリックスの数字を記憶した後、48時間たってから数字を再生する条件でも、
マトリックスの数字の再生力が落ちることがなかった。これらのことからＣは並外れた記憶力を
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持つだけでなく、数字を記憶する際に色字共感覚が影響していることが示唆された。
Mills et a1. （2006）も、共感覚を利用することによって記憶力が高まることを実験によって確
かめている。それによると、多言語使用者であり、かつ色字共感覚を持つ女性教授１名と、多言
語使用者ではあるが共感覚を持だない９人の教授ならびに共感覚を持だない４人の美術の教授に
30名の個人の名前（姓と名のペア）のリストを覚えさせる実験を行ったという。その結果、共感
覚を持つ女性教授は統制群となった共感覚を持だない教授よりも直後再生の第１試行を除く他の
全ての実験条件（直後再生条件や６ヶ月後の再生条件など）において有意に多くの名前を想起し
た。そして共感覚を持つ女性教授は名前を思い出す際の手掛かりとして色を用いていることが示
唆された。
さらにまたYaro  &  Ward  (2007) も、単語に色を見る共感覚者の場合、共感覚を誘発する刺
激（単語のリスト）に対する記憶が統制群の非共感覚者と比べて優れていることを実験によって
確かめている。そして共感覚者の記憶のよさは共感覚を引き起こす材料だけでなく、共感覚を誘
発しない材料にも認められ、このような共感覚者の記憶のよさは、共感覚を誘発する状況か共感
覚を誘発しない状況かにかかわらず、色の保持が優れていることと関係していることが示唆され
た。
９。共感覚と創造性
画家、詩人、作曲家、小説家といった芸術家のなかに共感覚を持っている大が多いことが知ら
れている(Ramachandran  &  Hubbard,  2001, 2003, 2005)。 Day （2005）に よると、作 曲家の
Liszt, Rimsky-Korsakov,  Beach, Sibelius, Messiaen が共感覚者であったという。存命中の共感覚
を持つ作曲家としては、ハンガリーのLigeti4)、アメリカのTorke やGittlemanかおり、このほか
に音楽関係ではドラマーのKatch 、ギターリ ストのTony de Caprio 、ヴァイオリ ンニストの
Perlman が共感覚を持っているという。また、作家としてはＮａｂｏｋｏｖが共感覚の持ち主として有
名で、現代作家ではMyerson やYardley が共感覚の持ち主であるという。さらに共感覚を持つ画
家としては、イギリスのHockney が有名である。
このように芸術家のなかに共感覚を持っている大が多く存在している可能性があり、彼らは共
感覚を利用して創造性の高い芸術作品を創作しているようである。例えば、フランスの作曲家で
あるMessiaen  (1908-1992年）は自分が共感覚者であることを自認しており、音楽を色や形で見
ることができ、さらに音楽を色で聞き、彼にとっては各音階が１つの色イメージに対応していた
という(Campen,  2007)。さらにMessiaen は特定の色の連続や色の混合を創り出そうと曲を作り、
音によって絵を描こうとしたという(Day,  2005)。
また、美術専攻の学生のなかに共感覚者が多いという報告もある（Ｄｏｍｉｎｏパ989) 。それによ
ると、358人の美術を専攻する学生のうち、その23％にあたる84人が共感覚を綛験したことがあり、
このような共感覚者の出現比率 は一般の共感覚の出現比率 よりも高いことが示唆された。
Domino  (1989) はさらに自分が共感覚者であると自己報告した61名の学生と共感覚を持だない
61名の学生の創造性の成績を比較した。その結果、共感覚を有するグループは共感覚を持だない
統制群よりも創造性の得点が高かったという。
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10. 共感覚の説明理論
共感覚がなぜ生じるのかを説明する理論はこれまでに数多く提出されているが、まだ十分に共
感覚について説明できる理論はない(Marks  &  Odgaard,  2005)。しかし、先にみたように、画
像診断法の進歩により共感覚の実在性が画像 を通し て明確になり、その中で「交差活性化
(cross-activation 5）」 と 呼 ば れ る 理 論 が 注 目 さ れ て い る(Cytowic  &  Eagleman,  2009;
Ramachandran  &  Hubbard,  2003, 2005)。
先に紹介したNunn et al. (2002)の研究によれば、音に対して色を知覚している状態の脳では、
色の知覚に関係していると考えられているV4 と呼ばれる視覚野の活餘匪が高くなるという。こ
のような結果は、音を聞いて色を見る共感覚の場合、聴覚野と視覚野が何らかの理由で結びつき、
音を聞き取る聴覚野と色を感じる視覚野が同時に活性化していることを示唆している。このよう
に共感覚に関与する２つの部位どうしが結びつき、同時に活性化することによって共感覚が生じ
るとするのが交差活性化理論である。
ではなぜ、共感覚に関与する脳の２つの 部位の間が結びつ くのであろうか。 Cytowic &
Eagleman  (2009) は交差活性化が生じる理由として３つの理論を紹介している。　１つ目の理論
では共感覚者の場合、脳の部位間のシナプスの結合が一般の大に比べて多いという。実際、最近
になってこの理論を支持する結果が報告されている(Rouw  &  Scholte, 2007)。それによると、
拡散テンソル画像解析法(Diffusion tensor imaging) を用いて18人の色字共感覚者の脳を統制
群と比較した結果、構造的な神経連絡の多さが色字共感覚の生起と関連していることが示された
という。その際、外界に色を見る投射型の共感覚者(projectors) は、自分の心の目の中に色を
見る連想型の共感覚者(associators) と比較して、下側頭皮質(inferior temporal cortex) にお
ける神経間の結合性がより強いという結果が得られている。２つ目の理論によると、共感覚に関
わる脳の部位間の抑制が少ないため、２つの部位が結びつくのではないかと考えられている。こ
の理論によれば、全ての大には同じ量の神経連絡があるのだが、普通は脳の興奮と抑制のバラン
スが取れているために部位間の結合が生じないのに、共感覚者の脳では部位間の抑制が低下する
ため、部位と部位との間が結びつき、共感覚が引き起こされるという。そしてこのような脱抑制
(disinhibition)によって共感覚が生じるという理論は、ＬＳＤや同種の幻覚を引 き起こす薬剤を飲
んだり、瞑想状態にある時、あるいは何かに没頭している時や寝ている時に、非共感覚者におい
ても共感覚が生じるという事実によって支持されるという。
最後の３つ目の理論では、ある文字と特定の色の結合が一度生じると、共感覚者の場合は脳の
可塑性が少ないため、その文字と特定の色との結合がいつまでも続き、その文字に対して特定の
色を知覚するという共感覚が引き起こされると説明される。
11. お わり に
本稿では主として2000年以降に発表された文献を中心に最近の共感覚研究について概観し、共
感覚に関する新しい知見を紹介してきた。その結果、現在、共感覚についての実像がかなり明ら
かになってきた状況が見て取れる。しかし、共感覚がなぜ生じるのかについての説明理論はいく
つも提出されているにも関わらず、いずれの理論も現段階においては仮説の域を出ず、共感覚が
生じるメカニズムの解明は今後の研究に俟たざるを得ないといえよう。
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共感覚についての研究はアメリカ、カナダ、イギリスなどを中心に急増している。しかし、わ
が国における共感覚に関する研究はこれまでほとんど報告されていない。このような中で、2009
年８月に開かれた日本心理学会第73回大会において共感覚をテーマとしたワークショップ6) が
開かれたほか、共感覚に関する４本の研究発表があり注目される。わが国における今後の共感覚
研究の発展が期待されるところである。
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3) Scientific American Mind の2009年 ４月 号、61～63ペ ージ の 記 事、“Think better: Tips from
ａ Savant”による。
4) Day  (2005) はLigetiを現存する作曲家として紹介していたが、Ligetiは2006年になくなった。
Ligetiは作曲する時、自分の共感覚をインスピレーションの源の１つとしており、彼の音楽は
MessiaenやSmilackと同様、視覚的であるという(Campen,  2007)。
5 ）脳の２つの領域の間に神経連絡がっながることによって共感覚が生じると説明する理論では、これ
までcross-talk, cross-wiringといった用語が使われていたが、最近ではこれに代 わり、cross-
activationが使われるようになってきた。
６）「共感覚の特殊性と一般性」というテーマでワークショップが行われた。
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